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                                                              藤沢市立御所見中学校 

                                                              校 長 山田 大 

中学時代に大切にしたい、昨日の自分を超えること 
みずみずしい新緑が目に鮮やかに映り、生命の息吹を感じる季節となりました。毎朝、正

門であいさつをしていると、若葉の緑にも勝る皆さんの爽やかな笑顔に出会い、嬉しく感
じています。４月１４日の授業参観、修学旅行保護者説明会、４月 28日の部活動保護者会
には多くの保護者の方にご出席いただき感謝申し上げます。また、４月２１日からの家庭
訪問にご協力いただき重ねて御礼申し上げます。 
さて、下の文章は始業式と１年生の学年集会、 

部活動保護者会で保護者の方に紹介したものです。 
生徒の皆さんには、私の小中学生のエピソード 

も合わせて紹介しましたが、中学校でサッカー部 
に入るまでの私は自分に誇れるものが何もない人 
でした。サッカーに出会い、苦しい練習を通して 
弱い自分を乗り終えることで自分に自信を持ち、サッカーが一生の宝物となりました。 
生徒の皆さんも苦しいことから逃げず、昨日の自分を超えるような毎日を送ってください。 
 保護者の皆様には、お子様の努力・辛抱を支え応援いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

努力の上の辛抱という棒を立てろ 桂小金治（タレント） 
１０歳の頃、僕にとって忘れられない出来事があります。ある日、友達の家に行っ

たら、ハーモニカがあって、吹いてみたらすごく上手に演奏できたんです。無理だと
知りつつも、家に帰ってハーモニカを買ってくれと親父にせがんでみた。すると親父
は『いい音ならこれで出せ』と、神棚の榊の葉を一枚取って、それで「ふるさと」を
吹いたんです。あまりの音色のよさに僕は思わず聞き惚れてしまった。もちろん、親
父は吹き方など教えてくれません。『オレに出来ておまえに出来ないわけがない』そ
う言われて学校の行き帰り、葉っぱをむしっては一人で草笛を練習しました。だけ
ど、どんなに頑張ってみても一向に音は出ない。諦めて数日でやめてしまいました。 
これを知った親父がある日、『おまえは悔しくないのか。俺は吹けるがおまえは吹

けない。おまえはオレに負けたんだぞ』と僕を一喝しました。続けて『一念発起は誰
でもする。実行、努力までならみんなする。そこでやめたらドングリの背比べで終わ
りなんだ。一歩抜きん出るには、努力の上の辛抱(しんぼう)という棒(ぼう)を立てる
んだよ。この棒に花が咲くんだ』と。その言葉に触発されて僕は来る日も来る日も練
習を続けました。そうやってなんとかメロディーが奏でられるようになったんです。 
草笛が吹けるようになった日、さっそく親父の前で披露しました。得意満面の僕を

見て親父は言いました。『偉そうな顔するなよ。何か一つのことができるようになっ
た時、自分一人の手柄と思うな。世間の皆様のお力添えと感謝しなさい。錐だってそ
うじゃないか。片手で錐はもめぬ』努力することに加えて、人様への感謝の気持ちが
生きていく上でどれだけ大切かということを、この時、親父に気づかせてもらったん
です。 
翌朝、目を覚ましたら枕元に新聞紙に包んだ細長いものがある。開けてみたらハー

モニカでした。喜び勇んで親父のところに駆けつけると、『努力の上の辛抱を立てた
んだろう。花が咲くのは当たりめえだよ』子ども心にこんなに嬉しい言葉はありませ
ん。あんまり嬉しいものだから、お袋にも話したんです。するとお袋は、『ハーモニ
カは三日も前に買ってあったんだよ。お父ちゃんが言っていた。あの子はきっと草笛
が吹けるようになるからってね。』 
僕の目から大粒の涙が流れ落ちました。今でもこの時の心の震えるような感動は、

色あせることなく心に鮮明に焼き付いています。 
出典：「1日 1話読めば心が熱くなる 365人の仕事の教科書」藤尾秀昭：監 致知出版社より抜粋 

  

        
         

     

        

   

      

       

    

       

       
       
       
       
       
       
       



防災訓練で一筋の光が…御所見中で育成すべき資質・能力 
 ４月１８日（金）の防災訓練で右の写真のように校長の 

講評を話している中で「今日の訓練では、間違った避難の 

仕方をしていたことに気づいた人はいますか？」と聞きま 

した。始業式の日に「御所見中の学校目標は？」と聞いて 

ほとんどの人が手を上げなかったことにショックを受けて 

いた私は「誰も手を上げないのでは？」と少し不安でした。 

 ところが！２年生の男子一人がサッと手を上げて、こう 

答えたのです。「火元に向かって避難しています」、そのと 

き私は飛び上がるくらい嬉しく思いました。 

昨年の後期始業式では右の写真のようなテーマで話をし 

ました。御所見中の生徒は先生に言われたことをよく聞く 

素直で心優しい人が多いです。ただそれだけでは物足りな 

い。始業式で手が上がらなかったのも、他の先生に聞いた 

ら、「わかっていたけど恥ずかしかったんじゃない？」とい 

うことでした。これからは、たとえ先生が計画した訓練で 

あっても、間違っていると思ったら指摘できるような生徒 

がたくさんいる学校にしていきたいと思います。 

【新入生歓迎会】 

                    

 

 

 

 

【部活動オリエンテーション】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            



 

 

 

 

【任命式】 

 

 

 

【授業参観】 

 

 

 

 

 

【避難訓練】 

 

 

 

 

 

 

【春期藤沢・湘南大会 サッカー・女子バスケ・男子バスケ】 

 

 

 

 

 

 

 


